
当館に寄贈された嶋貫コレクションのうち、産地がわかる83点について、地図上に示しました。
北海道の中央部を、南北に貫いて分布する蝦夷層群の、ほぼ全域で嶋貫氏が化石を採集してい
たことがわかります。
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当館に寄贈された嶋貫コレクションの内訳。

合計 13科
34属（および未定属1）
アンモナイト総数119点

　2022年に嶋貫氏からご寄贈いただいた化石は、計134点ありました。そのうちアンモナイトは119点を占め、
13科34属もの種類が含まれていました。また、化石の産地に関しては、市町村までわかるものは83点ありま
した。化石の産地は、北は稚内市から南は浦河町まで、文字通り北海道を南北をまたいだ13の市町村から発
見されたものでした。
　これらのことから、当館に寄贈された嶋貫コレクションは、分類学的な意味でも、地域的な意味でも、北
海道から発見されるアンモナイトの、主要なグループをほぼ網羅していると言えます。

嶋貫コレクションの特徴
全 道 を 調 査 し た ア マ チ ュ ア 化 石 コ レ ク タ ー


